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高
ま
る
地
政
学
リ
ス
ク 

日
本
は

新
た
な「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」を
生
か
せ

ECONOMY

　

だ
が
、
今
回
の
米
中
対
立
の
構
図
は
か
つ

て
の
米
ソ
対
立
と
類
似
し
て
も
、
当
時
と
同

じ
よ
う
な
推
移
を
た
ど
る
よ
う
に
は
見
え
な

い
。
そ
れ
は
、
当
時
の
ソ
連
と
現
在
の
中
国

の
経
済
力
が
大
き
く
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

米
ソ
対
立
が
高
ま
っ
た
80
年
当
時
の
ソ
連

の
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
は
米
国
の
５
割

弱
と
推
測
さ
れ
て
い
た
（
米T

he N
ational 

Foreign A
ssessm

ent Center　“T
he 

W
orld Factbook-1981”

）。
一
方
、
２
０

２
２
年
の
中
国
の
国
内
総
生
産
（
G
D
P
）

は
米
国
の
７
割
以
上
あ
り
（
世
界
銀
行
、
以

下
同
）、
世
界
第
２
位
の
経
済
大
国
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
１
９
８
０
年
代
末
に
か
け
て
ソ

連
の
経
済
力
は
大
き
く
減
じ
て
お
り
、
冷
戦

終
結
が
宣
言
さ
れ
た
89
年
の
ソ
連
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
米
国
の
９
％
し
か
な
か
っ
た
が
、
現
在
の

中
国
の
潜
在
的
な
経
済
成
長
余
力
は
大
き

く
、
軍
備
拡
張
を
巡
る
米
中
間
の
緊
張
は
今

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
米
中
対

立
の
高
ま
り
な
ど
で
地
政

学
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い

る
。
と
り
わ
け
、
米
国
と

中
国
が
互
い
に
競
い
合
う
よ
う
に
軍
事
力
を

増
強
す
る
状
況
は
、
１
９
８
０
年
代
の
米
ソ

対
立
に
似
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
当
時

の
「
米
ソ
対
立
」
は
、
79
年
の
ソ
連
の
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
を
契
機
に
米
国
が
そ
れ
ま

で
の
ソ
連
と
の
デ
タ
ン
ト
（
緊
張
緩
和
）
を

取
り
や
め
、
米
ソ
が
軍
備
拡
張
に
舵
を
切
る

こ
と
で
対
立
が
高
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
当
時
の
米
ソ
対
立
は
長
続
き
し

な
か
っ
た
。
経
済
力
が
米
国
に
大
き
く
劣
っ

て
い
た
ソ
連
は
米
国
の
軍
事
力
強
化
に
追
随

で
き
ず
、
85
年
共
産
党
書
記
長
に
就
任
し
た

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
米
ソ
対
立
の
緩
和
に
動

き
、
89
年
に
は
米
ソ
間
で
冷
戦
終
結
が
宣
言

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ウ

軍事だけでなく技術や産業などあらゆる分野において米国と中国の覇権争いが激化している

WEDGE
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米
中
対
立
を
軸
に
地
政
学
リ
ス
ク
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、世
界
経
済
は
不
確
実
性
を
増
し
て
い
る
。

日
本
は
た
だ
傍
観
す
る
の
で
は
な
く
、自
国
経
済
の
活
性
化
の
契
機
と
し
て
、リ
ス
ク
軽
減
を
図
る
べ
き
だ
。

中島厚志
Atsushi Nakajima

新潟県立大学国際経済学部 教授

東京大学法学部卒。日本興業銀行入行。
パリ興銀社長、みずほ総合研究所専務執
行役員調査本部長、経済産業研究所理事
長などを経て2020年4月から現職。北東
アジア研究所長。主な著書に『大過剰 
ヒト・モノ・カネ・エネルギーが世界を
飲み込む』（日本経済新聞出版社）。



12

欧
州
最
大
の
家
電
見
本
市

「
Ｉ
Ｆ
Ａ
」
が
９
月
初
め
、

ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
で
開

か
れ
た
。
Ｉ
Ｆ
Ａ
は
米
ラ

ス
ベ
ガ
ス
で
開
か
れ
る
Ｉ
Ｔ
見
本
市
の
「
Ｃ

Ｅ
Ｓ
」、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
開
か

れ
る
モ
バ
イ
ル
見
本
市
の
「
Ｍ
Ｗ
Ｃ
」
と
並

ぶ
、
Ｉ
Ｔ
の
世
界
三
大
見
本
市
の
一
つ
だ
。

海
外
の
最
新
技
術
動
向
を
定
点
観
測
す
る
に

は
格
好
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
筆
者
も
記
者
時
代

の
16
年
前
か
ら
取
材
を
続
け
て
き
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
Ｉ
Ｆ
Ａ
が
本
格
的
に

会
場
開
催
さ
れ
る
の
は
４
年
ぶ
り
と
あ
っ
て

久
し
ぶ
り
に
足
を
運
ん
だ
が
、
家
電
産
業
の

〝
地
政
学
〞
が
一
変
し
て
い
る
こ
と
に
愕
然

と
し
た
。
世
界
を
席
巻
し
た
日
本
の
大
手
家

電
メ
ー
カ
ー
は
い
ず
れ
も
展
示
ブ
ー
ス
を
設

け
て
お
ら
ず
、
代
わ
り
に
主
役
に
躍
り
出
て

い
た
の
が
中
国
や
韓
国
、
ト
ル
コ
の
メ
ー
カ

ー
だ
っ
た
。「
家
電
王
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
の
姿

は
見
る
影
も
な
か
っ
た
。

　

Ｉ
Ｆ
Ａ
に
は
ソ
ニ
ー
や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な

ど
の
担
当
記
者
も
よ
く
現
地
に
駆
け
付
け
た

が
、
今
年
は
そ
う
し
た
記
者
の
姿
も
見
ら
れ

ず
、
日
本
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
で
は
現
地
の
窮

状
は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
て
い
な
い
。
欧
州

市
場
で
弱
体
化
す
る
日
本
の
家
電
産
業
の
危

機
的
状
況
を
わ
れ
わ
れ
日
本
国
民
は
知
る
由

W
A

IC
H

I S
EK

IG
U

C
H

I

WEDGE  REPORT

日本メーカーの凋落は深刻
激変する家電産業の地政学
欧州最大の家電見本市「IFA」に訪れた筆者は日本メーカーの凋落ぶりに愕然としたという。
かつて「家電王国ニッポン」の名をほしいままにした日本メーカーに〝未来〟はあるのか─。

文・関口和一  Waichi Sekiguchi

ＭＭ総研　代表取締役所長

IFAの会場は活況を呈していたが、日本メーカーの存在感は希薄だった（筆者撮影）
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誰
の
た
め
？
　
何
の
た
め
？

新
た
な
洋
上
風
力
入
札
に
異
議

ENERGY

価
値
は
「
国
民
負
担
軽
減
」
の
価
値
を
上
回

る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、「
落

札
制
限
」
は
「
競
争
を
阻
害
す
る
」
こ
と
か

ら
〝
誤
っ
た
〞
ル
ー
ル
変
更
で
あ
る
。

　

三
菱
商
事
が
ラ
ウ
ン
ド
１
で
総
取
り
で
き

た
の
は
、
次
に
挙
げ
る
三
つ
の
ル
ー
ル
の
特

徴
を
踏
ま
え
た
入
札
戦
略
だ
っ
た
か
ら
で
あ

り
、
価
格
だ
け
で
な
く
、
事
業
実
現
性
も
高

く
評
価
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
入
札
価
格
に
基
づ
く
「
供
給
価

格
点
（
１
２
０
点
）」
と
、
事
業
実
施
能
力

な
ど
を
評
価
す
る
「
事
業
実
現
性
（
１
２
０

点
）」
の
計
２
４
０
点
で
評
価
さ
れ
た
。
つ

ま
り
、
価
格
の
み
な
ら
ず
、
事
業
実
現
性
も

同
等
に
評
価
す
る
総
合
入
札
だ
っ
た
。

　

第
二
に
、【
供
給
価
格
点
＝
１
２
０
点
×

（
最
低
供
給
価
格
〈
※
１
〉
÷
提
案
価
格
〈
※

２
〉）】
の
関
係
に
あ
る
た
め
、
最
も
安
価
で

提
案
し
た
事
業
者
は
満
点
を
得
ら
れ
る
。
他

０
２
１
年
12
月
、
洋
上
風

力
発
電
の
第
１
回
公
募
入

札
（
ラ
ウ
ン
ド
１
）
の
結

果
、
秋
田
県
能
代
・
三
種

町
・
男
鹿
沖
、
由
利
本
荘
沖
、
千
葉
県
銚
子

沖
の
計
３
海
域
・
１
６
９
万
㌔
ワ
ッ
ト
（
ｋ

Ｗ
）
の
全
て
を
、
三
菱
商
事
系
を
中
心
と
す

る
企
業
連
合
（
以
下
、
三
菱
商
事
）
が
落
札

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
行
わ
れ
た
ラ
ウ
ン
ド

２
で
は
、
経
済
産
業
省
と
国
土
交
通
省
合
同

に
よ
る
審
議
会
委
員
を
務
め
る
有
識
者
か

ら
、
多
く
の
異
論
が
出
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
ル
ー
ル
変
更
」
が
な
さ
れ
た
。

　

議
論
が
分
か
れ
た
中
で
も
、
特
に
疑
問
な

の
は
、
①
運
転
開
始
時
期
の
早
さ
を
重
視
す

る「
迅
速
性
」
を
評
価
基
準
に
加
え
た
こ
と
、

②
多
数
の
事
業
者
に
参
入
機
会
を
与
え
る
目

的
で
設
定
さ
れ
た
「
落
札
制
限
」
の
二
点
で

あ
る
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、「
迅
速
性
」
の

２

洋上風力発電は脱炭素の切り札であり続けられるか（写真はイメージ）

WEDGE

OPINION

朝野賢司
Kenji Asano

電力中央研究所社会経済研究所
副研究参事

佐藤佳邦
Yoshikuni Sato

電力中央研究所社会経済研究所
上席研究員

９
月
27
日
、洋
上
風
力
発
電
を
巡
る
汚
職
事
件
で
東
京
地
検
特
捜
部
は
現
役
衆
議
院
議
員
を
起
訴
し
た
。

国
主
導
で
行
わ
れ
た
公
募
入
札
で
起
き
た
不
合
理
な
ル
ー
ル
変
更
。正
当
性
は
あ
っ
た
の
か
、検
証
が
必
要
だ
。
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明治国家の誕生以来、知識詰め込み型の画一的な教育が行われ、
日本社会には〝正解主義〟が蔓延するようになった。

時を経て、令和の日本は、数々の前例のない課題に直面し、従来の延長線上に「正解（アンサー）」が見出しにくく、
「自らが『問い』を立て、解決する力（ソリューション）」が求められる時代になっている。

一方、現代を生きる子どもたちの状況はどうか。
学校教育は「質の低下」が取り沙汰され、子どもたちは外遊びよりも、塾通い、
宿題に次ぐ宿題で、〝すき間〟時間がない。本当に、このままでいいのだろうか。

複雑化する社会の中で日本の教育が向かうべき方向を提示する。

先﨑彰容、小林美希、李 一諾、広田照幸、和田重宏、小泉英明、冷泉彰彦、石井光太、編集部（鈴木賢太郎、野口千里）
イラストレーション・阿部伸二

日本の教育が危ない
子どもたちに「問い」を立てる力を

Wedge Special Report
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指
導
の
塾
に
通
う
費
用
が
か
か
り
、
ま
る
で

〝
課
金
地
獄
〞
で
す
」

　

田
中
陽
子
さ
ん
（
仮
名
）
は
、
苦
笑
い
す

る
。
塾
の
費
用
は
思
い
の
外
高
い
。
中
学
受

験
に
強
い
と
さ
れ
る
塾
に
通
う
費
用
は
、
年

間
１
０
０
万
円
以
上
。
塾
の
テ
キ
ス
ト
や
テ

ス
ト
の
内
容
は
難
関
大
学
の
入
試
問
題
さ
な

が
ら
で
、
塾
が
併
設
す
る
「
塾
の
授
業
に
つ

い
て
い
く
た
め
の
個
別
指
導
塾
」
に
ダ
ブ
ル

で
通
う
子
ど
も
も
少
な
く
な
い
。

　

小
学
６
年
生
の
娘
は
、
月
に
数
コ
マ
の
個

別
指
導
を
受
け
て
い
る
。
１
コ
マ
６
６
０
０

円
。
８
月
は
夏
期
講
習
の
他
に
、
個
別
指
導

で
国
語
も
算
数
も
と
20
コ
マ
近
く
〝
課
金
〞

す
る
こ
と
に
な
り
、
合
計
で
約
50
万
円
と
い

う
痛
い
出
費
と
な
っ
た
。

「
そ
れ
で
も
個
別
指
導
を
受
け
れ
ば
受
け
る

ほ
ど
、
娘
が
『
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と

目
を
輝
か
せ
、
実
際
に
成
績
が
伸
び
る
の
で

す
。
受
験
す
る
以
上
は
合
格
し
て
ほ
し
い
。

だ
か
ら
課
金
の
沼
に
は
ま
る
わ
け
で
す
」

　

他
に
も
細
々
と
お
金
が
か
か
る
。
公
開
模

試
を
受
け
る
と
１
回
、
約
６
０
０
０
円
。
塾

か
ら
は
志
望
校
の
過
去
の
試
験
問
題
を
10
年

分
解
く
よ
う
指
導
さ
れ
る
た
め
、
メ
ル
カ
リ

な
ど
で
探
し
て
古
い
過
去
問
題
集
を
購
入
。

プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
い
て
定
価
の
２
〜
３
倍
に

跳
ね
上
が
っ
て
い
た
。
小
学
３
〜
５
年
生
の

間
だ
け
で
合
計
３
０
０
万
円
、
最
終
学
年
の

６
年
生
で
は
年
間
２
５
０
万
円
も
の
塾
の
費

用
が
か
か
る
見
通
し
だ
。そ
し
て
娘
は
日
々
、

ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
す
。

　

平
日
は
週
２
日
、
16
時
半
か
ら
21
時
ま
で

塾
で
勉
強
す
る
。
15
時
半
頃
に
学
校
か
ら
帰

宅
す
る
と
15
分
ほ
ど
で
お
に
ぎ
り
を
食
べ

て
、
急
い
で
塾
へ
向
か
う
。
塾
か
ら
帰
っ
て

22
時
頃
に
夕
食
を
と
り
、
風
呂
に
入
っ
て
塾

い
う
ち
か
ら
中
学
受
験
を
決
め

て
、
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
夏

休
み
は
夏
期
講
習
の
他
に
個
別

「

早

都市部で過熱する中学受験は子どもたちにどのような影響を与えているのか。
都内と神奈川県で中学受験に挑む母親たちの話からその実情を探った。

文・小林美希  Miki Kobayashi　ジャーナリスト

1975年生まれ。神戸大学法学部卒業後、株式新聞社、毎日新聞社
『エコノミスト』編集部記者を経て、2007年よりフリーのジャー
ナリスト。著書に『年収443万円』（講談社現代新書）など多数。

首都圏の中学受験最前線
母親、子どもたちの〝本音〟とは

PART 2
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ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
に
入
社
し
、
６
年
目

に
同
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ

た
。
そ
の
夏
、
私
は
１
歳
の
子
ど
も
を
母
に

預
け
、
米
国
と
中
国
か
ら
合
流
し
た
数
人
の

友
人
と
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
３
週
間
の
ア
フ

リ
カ
旅
行
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、
飛

行
機
で
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
向
か
っ
た
。

　

旅
行
の
前
半
は
、
セ
レ
ン
ゲ
テ
ィ
国
立
公

園
で
過
ご
し
、
オ
ー
プ
ン
カ
ー
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
動
物
を
観
察
し
た
。「
サ
フ
ァ
リ
」
で

の
観
光
客
は
、
ア
ジ
ア
系
の
顔
が
多
く
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
中
国
人
で
あ
っ
た
。
旅
行
の

後
半
は
５
日
間
か
け
て
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
最

高
峰
の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
に
登
っ
た
。
キ
リ

マ
ン
ジ
ャ
ロ
で
は
ア
ジ
ア
人
の
顔
は
ほ
と
ん

ど
見
な
か
っ
た
が
、
私
た
ち
に
挨
拶
し
て
き

た
多
く
の
人
々
が
「A

re you Japanese?

（
あ
な
た
は
日
本
人
で
す
か
？
）」
と
聞
い
て

き
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
時
の
経
験
は
、
私
に
強
い
印
象
を
残

し
た
。
彼
ら
が
そ
の
よ
う
に
聞
い
た
の
は
な

ぜ
な
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
が
、
日
本
人
に
対
し
て
、
良
い
印
象
を
持

っ
て
お
り
、
例
え
ば
困
難
に
耐
え
る
こ
と
が

で
き
、
冒
険
好
き
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

は
２
０
１
１
年
に
米
国
で
博
士

号
を
取
得
後
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
の
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
・

私

「あなたは日本人ですか？」中国人筆者がキリマンジャロを登った際、海外の人から言われた言葉だ。
なぜ、そう思われたのか。背景の一つに、かつて日本で行われてきた教育の成果があると筆者は言う。

文・李 一諾  Li Yinuo　一土学校創設者

1977年生まれ。中国清華大学卒。米カリフォルニア大学ロサンゼルス校で生物学博士
を取得。マッキンゼー・アンド・カンパニーの元グローバルパートナー、ビル&メリ
ンダ・ゲイツ財団の元中国総代表を歴任。2016年、「一土学校」を北京に創設。

拝啓 日本の皆様
教育の力で国家の再構築を

PART 3



46

力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
生
徒
の
学
習
到

達
度
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
テ
ス
ト
で
、
参
加
し
た

79
カ
国
・
地
域
の
中
で
、
日
本
の
子
ど
も
の

「
読
解
力
」
の
点
数
が
15
位
だ
っ
た
こ
と
が

議
論
の
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
、
現
在
の
教
育
現
場
の
声
を
一
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
拾
い
上
げ
て
い
く
と
、
多
く

の
教
員
が
憂
え
て
い
る
の
は
、
国
語
の
文
章

題
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
読
解
力
以
前
の
と
こ

ろ
で
、
言
葉
を
扱
う
力
の
脆
弱
さ
が
目
立
つ

と
い
う
こ
と
だ
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
豊
富

な
語
彙
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
駆
使
し
て
物

事
を
感
じ
、
考
え
、
表
現
す
る
力
が
足
り
て

い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

教
員
の
間
か
ら
は
次
の
よ
う
な
声
が
上
が

っ
て
い
る
。

「
な
ん
で
も
か
ん
で
も
、
ヤ
バ
イ
、
ウ
ザ
い
、

エ
グ
イ
と
い
う
言
葉
で
し
か
考
え
な
い
し
、

表
現
し
な
い
の
で
、
結
局
自
分
で
も
自
分
が

何
を
言
い
た
い
の
か
分
か
ら
ず
、
ひ
ど
い
時

に
は
そ
れ
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
」

「
最
近
の
子
ど
も
は
妙
に
理
屈
っ
ぽ
く
、
他

所
か
ら
借
り
て
き
た
言
葉
で
人
の
こ
と
は
す

ぐ
に
批
判
は
す
る
く
せ
に
、
自
分
の
気
持
ち

本
で
は
数
年
前
か
ら
若
者
の
読

解
力
の
低
下
が
話
題
に
な
っ
て

い
る
。
２
０
１
８
年
の
経
済
協

日

ヤバイ、ウザい、エグイ─。SNSの発達などに伴い、子どもたちの国語力の衰退が著しい。
答えのない時代を生きるために必要なこととは。

文・石井光太  Kota Ishii　ノンフィクション作家

1977年、東京都生まれ。日本大学芸術学部文芸学科卒業。国内外の貧困、事件などをテーマに取材・執筆活
動を行う。小説や児童書、漫画原作なども手掛ける。『こどもホスピスの奇跡』（新潮社）で第20回 新潮ド
キュメント賞受賞。著書に『ルポ 誰が国語力を殺すのか』（文藝春秋）、『教育虐待』（早川書房）など多数。

国語力の衰退は国家の衰退
今こそ求められる大人の責任

PART 6
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台
湾
有
事
に
備
え
る
た
め
に

日
本
に
必
須
の〝
新
発
想
〞と〝
多
様
性
〞民

の
命
を
守
る
の
か
。

　

こ
う
し
た
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
つ
つ

も
、
一
方
で
、
感
情
的
な
中
国
脅
威
論
が
跋

扈
し
、
国
民
が
中
国
を
過
剰
に
恐
れ
、
国
民

世
論
が
分
断
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
中
国
を

利
す
る
こ
と
に
な
る
。
中
国
の
脅
威
に
は
抑

止
力
が
不
可
欠
だ
が
、
そ
の
た
め
の
議
論
を

一
部
の
専
門
家
や
政
治
家
任
せ
に
せ
ず
、
全

世
代
で
備
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

そ
の
た
め
に
は
国
は
も
っ
と
若
者
の
〝
多

様
な
力
〞
を
信
じ
、
活
用
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

小誌2022年8月号では日本人が長年
抱いてきた「安全保障観」をどう改
革すべきか特集して
います。記事は右記
QRコードからご購入
いただけます。

2022年8月号

歪んだ戦後日本の安保観
改革するなら今しかない

府
が
新
た
な
防
衛
３
文
書

を
閣
議
決
定
し
て
か
ら
、

間
も
な
く
1
年
を
迎
え

る
。
こ
の
間
、
日
本
を
取

り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
、

台
湾
有
事
へ
の
懸
念
は
刻
々
と
膨
ら
み
続
け

て
い
る
。

　

日
本
は
海
に
囲
ま
れ
た
島
国
で
あ
る
。
国

民
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
資
源
の
多
く
を
、

海
上
輸
送
に
依
存
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
国
内
備
蓄
も
乏
し
く
、
迂
回
ル
ー
ト
も
含

め
た
海
上
交
通
路
を
塞
が
れ
て
し
ま
え
ば
、

息
の
根
を
止
め
ら
れ
る
に
等
し
い
。
台
湾
も

同
様
で
あ
る
。

　

台
湾
有
事
が
先
島
諸
島
に
波
及
す
る
可
能

性
は
極
め
て
大
き
い
。
そ
う
な
れ
ば
当
然
、

住
民
の
避
難
が
急
が
れ
る
。
し
か
し
、
海
自

や
海
保
の
船
舶
だ
け
で
は
輸
送
力
に
も
限
界

が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
避
難
活
動
中
に
攻
撃

を
受
け
る
リ
ス
ク
さ
え
あ
る
。
い
か
に
、
国

政
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証
し
た
。
特
に
今
回
は
３
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
行
っ
た
。
１
点
目
は
、
平
素
と
有
事
の
境

界
が
曖
昧
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
認
知
領
域
に

お
け
る
情
報
戦
な
ど
を
具
体
的
な
シ
ナ
リ
オ

に
組
み
込
み
、
か
な
り
の
時
間
を
か
け
て
検

証
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

２
点
目
は
、
平
素
の
状
況
か
ら
グ
レ
ー
ゾ

ー
ン
へ
の
対
応
を
経
て
、
最
終
的
に
先
島
諸

島
へ
の
着
上
陸
侵
攻
事
態
ま
で
を
シ
ミ
ュ
レ

ー
ト
し
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
外
交
・

安
全
保
障
の
要
訣
は
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を

予
防
・
抑
止
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
一
方
で
、
そ
れ
に
的
確
に
対

処
で
き
る
能
力
と
意
志
を
持
っ
て
い
る
こ
と

自
体
が
、
抑
止
の
裏
付
け
と
な
る
。
そ
の
た

め
武
力
攻
撃
事
態
対
処
を
す
べ
て
実
施
す
る

こ
と
で
、
そ
こ
に
隙
は
無
い
か
、
残
さ
れ
て

い
る
課
題
は
何
か
を
検
証
し
た
。

　

３
点
目
は
、
今
回
初
め
て
台
湾
の
有
識
者

が
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
で
あ

る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
中
の
さ
ま
ざ
ま
な

局
面
に
お
い
て
、
台
湾
側
か
ら
の
貴
重
か
つ

リ
ア
ル
な
見
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
極
め

て
有
意
義
で
あ
っ
た
。

　

安
全
保
障
と
い
う
と
外
交
、
防
衛
が
注
目

湾
有
事
は
日
本
有
事
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
久
し
い
。

こ
れ
は
、
単
な
る
「
巻
き

込
ま
れ
論
」
な
ど
で
は
な

く
、
わ
が
国
が
い
か
に
主
体
的
に
こ
の
地
域

の
安
全
保
障
に
貢
献
し
つ
つ
、
国
民
の
安
全

と
国
益
を
守
っ
て
い
く
か
と
い
う
大
き
な
課

題
そ
の
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

台
湾
と
わ
が
国
は
正
式
な
外
交
関
係
に
は

な
い
も
の
の
、
貿
易
輸
出
入
総
額
は
中
国
、

米
国
に
次
ぐ
第
３
位
、
そ
し
て
世
界
の
半
導

体
受
託
生
産
の
約
65
％
を
担
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
第
一
列
島
線
に
面
す
る
そ
の
地
政
学

的
な
位
置
づ
け
を
考
え
れ
ば
、
台
湾
の
安
定

は
わ
が
国
の
安
全
保
障
に
重
大
な
影
響
を
持

っ
て
お
り
、
決
し
て
台
湾
有
事
を
「
対
岸
の

火
事
」
な
ど
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

日
本
戦
略
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｊ
Ｆ
Ｓ
Ｓ
）

で
は
、
２
０
２
１
年
か
ら
、
国
会
議
員
や
元

官
僚
、
元
自
衛
隊
将
官
、
元
米
国
政
府
高
官

な
ど
幅
広
い
専
門
家
の
参
加
の
も
と
「
台
湾

海
峡
危
機
政
策
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開

催
し
て
い
る
。
今
年
７
月
に
実
施
し
た
第
３

回
で
は
、
昨
年
末
に
決
定
さ
れ
た
安
全
保
障

関
連
３
文
書
に
基
づ
く
体
制
整
備
が
27
年
時

点
で
概
成
し
て
い
る
と
の
前
提
の
も
と
で
シ

ナ
リ
オ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
３
文
書
の
妥

当
性
と
、
さ
ら
な
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
検

台

日本の想定、ここが足りない
島国ゆえの「脆弱性」直視を

渡邊剛次郎 Gojiro Watanabe

元海将・元横須賀地方総監・日本戦略研究フォーラム 政策提言委員

1961年生まれ。防衛大学校を卒業後、海上自衛隊入隊。米海軍大学指揮
課程修業。防衛省海上幕僚監部防衛部長、海上自衛隊横須賀地方総監など
を歴任し2019年に退官。

年明けには総統選も控える
台湾。中国の動向に、彼ら
は今何を思うのか

安全保障関連3文書により、日本の安全保障上の方向性は示された。
しかし、その実現に向けたプロセスにはまだ多くの課題が残されている。

安
全
保
障
の
要
諦「
Ｄ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
」

海
洋
国
家
の
厳
し
い
現
実
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英
国
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
を
機
に

世
界
貿
易
体
制
の
再
興
を
図
れ

NATIONAL STRATEGY

な
目
的
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ
リ
テ
ン
」

戦
略
の
一
環
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
後
に
お
い

て
も
独
自
の
通
商
政
策
を
実
施
で
き
る
と
示

す
こ
と
に
あ
っ
た
。世
界
の
国
内
総
生
産（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
に
占
め
る
比
率
が
、
Ｅ
Ｕ
の
22
％
に

対
し
て
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
13
％
で
あ
る
の
も
、

将
来
の
成
長
地
域
で
あ
る
イ
ン
ド
太
平
洋
地

域
に
「
傾
注
」
し
、
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
貿

易
制
度
の
維
持
に
貢
献
す
る
と
い
う
政
策
に

適
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
米
国
と
の
二
国
間
協
定
を
伴
っ
て

い
れ
ば
理
想
的
だ
が
、
バ
イ
デ
ン
政
権
下
で

は
今
の
と
こ
ろ
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
英

国
は
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
加
盟
す
る
こ
と
で
、
短

期
的
な
経
済
メ
リ
ッ
ト
は
非
常
に
限
ら
れ
て

い
る
と
し
て
も
、
長
期
的
に
見
れ
ば
将
来
の

雇
用
と
成
長
を
促
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
期

待
し
て
い
る
。

　

現
在
の
英
国
政
府
が
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟

国
は
、
英
国
議
会
に
お
け

る
批
准
手
続
き
を
経
て
、

近
い
将
来
「
環
太
平
洋
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す

る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）」
の
正
式
な
加
盟
国
と
な
る
。
英
国
政

府
は
、
な
ぜ
地
球
の
裏
側
で
進
め
ら
れ
て
き

た
特
恵
貿
易
協
定
に
参
加
す
る
こ
と
を
望
ん

だ
の
か
、
ま
た
そ
れ
は
、
日
本
と
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
だ

ろ
う
か
。

　

英
国
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
加
盟
申
請
は
、

英
国
の
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
と
の
関
連

で
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
英
国
政
府
の
主

英

アジア太平洋に限られていた枠組みが世界に開かれたことで、世界貿易の発展が期待される

WEDGE
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Stephen Woolcock

ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス
（LSE） 特別研究員

渡邊頼純
Yorizumi Watanabe

藤女子大学 特任副学長

英
国
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
新
規
加
盟
に
よ
り
、自
由
貿
易
の
枠
組
み
が
グ
ロ
ー
バ
ル
で
開
か
れ
た
も
の
に
な
る
。

日
英
の
気
鋭
の
国
際
政
治
経
済
学
者
が
両
国
の
視
点
で
英
国
加
盟
の
意
義
や
影
響
を
分
析
す
る
。

文
・
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ウ
ー
ル
コ
ッ
ク S

tep
hen W

oolcock

Ｌ
Ｓ
Ｅ  

特
別
研
究
員

世
界
に
示
し
た
英
国
の
戦
略
と

地
政
学
上
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
？
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